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令和７年度全国学力・学習状況調査結果の分析について 

秦野市教育委員会 

１ 小学校６年生の調査結果の概要（単位：％） 

(1) 各教科の正答率等について ※県及び市の平均正答率は、整数値で国から提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 結果の分析について 

 

ア 国語については、全国との比較において昨年度の３．７ポイント差から４．８ポイント差

に差は開きましたが、コロナ禍前の令和元年度からの経年変化では、３ポイント改善してい

ます。設問ごとの解答率を分析すると、知識・技能、思考・判断・表現を問う短答式の設問

では全国と比較しても大きな差は見られず、記述式の設問での無解答率も減少傾向にありま

す。一方で依然として根拠を明確にして自分の考えを表現する設問に対しては、他の設問に

比べて正答率が低い傾向となりました。 

イ 算数については、全国との比較において昨年度の３．４ポイント差から８ポイント差へと

後退し、令和元年度からの経年変化においても、３．４ポイント差が開いてしまいました。 

設問ごとの解答率を分析すると知識・技能を問う短答式の正答率が高いものの、本市が課

題としてきた図形領域の正答率が低く、分数とともに具体的な指導の工夫が求められます。 

  ウ 理科については、全国との比較において令和４年度の４．３ポイントから４．１ポイント

と差が縮まっています。一方で、記述問題の無解答率が全国平均より高く、日常的に、考え

たことを科学的な言葉を使用して表現する活動の充実を図る必要があるとみています。 

 

小学校 
国語 

令和元年 令和５年 令和６年 令和７年 

秦野市 ５６ ６３ ６４ ６２ 

神奈川県 ６１ ６６ ６７ ６６ 

全国 ６３．８ ６７．２ ６７．７ ６６．８ 

市と国の差 －７．８ －４．２ －３．７ －４．８ 

小学校 
算数 

令和元年 令和５年 令和６年 令和７年 

秦野市 ６２ ５７ ６０ ５０ 

神奈川県 ６７ ６３ ６４ ５９ 

全国 ６６．６ ６２．５ ６３．４ ５８ 

市と国の差 －４．６ －５．５ －３．４  －８．０ 

小学校 
理科 

平成 27年 平成 30年 令和４年 令和７年 

秦野市 ５６．２ ５８ ５９ ５３ 

神奈川県 ６０．４ ６０ ６３ ５７ 

全国 ６０．８ ６０．３ ６３．３ ５７．１ 

市と国の差 －４．６ –２．３ –４．３ –４．１ 
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２ 中学校３年生の調査結果の概要（単位：％） 

(1) 各教科の正答率等について※県及び市の平均正答率は、整数値で国から提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 結果の分析について 

ア 国語については、全国との比較において昨年度の３．１ポイント差から１．３ポイント  

差に改善し、経年で見ても最小の差となりました。設問ごとの解答率を分析すると、短答式

の知識・技能の正答率が高い傾向にあり、話すこと・聞くことの領域に関する設問では、

県・国の正答率を超えるものもあり、特にこの学年が小学校６年生だった令和４年度調査で

は、全国との差が５．６ポイントであったことから、その差が４．３ポイント縮まったこと

がわかります。中学校国語部会では、振り返りをどのように行うか研究を進めているほか、

学校別で分析すると、よむＹＯＭＵワークシートへの取組頻度が高く、かつ授業で取り扱っ

た学校の正答率の改善が顕著で、読書活動や新聞を使った学習活動となるＮＩＥ等、具体的

な実践の蓄積が少しずつ実を結んでいます。 

イ 数学については、全国との比較において昨年度の４．５ポイント差から４．３ポイント差

と若干改善が見られますが、令和元年度からの経年でみても課題は残っています。 

 また、無解答率と正答率下位校の相関関係は小学校以上に強くなっており、設問ごとの解

答率を分析すると、短答式の知識・技能の正答率は高い傾向にありますが、一方で、小学校

と同様に図形領域の設問の正答率が低く、具体的な対策が求められます。 

ウ 理科については、実験後の振り返りから、どのような予想を立てて実験に取り組んだかを

解答する問題では、全国よりも正答率が１０ポイント高い結果を出すことができました。

日々の実験や観察の予想や振り返りの積み重ねの成果が出ています。 

中学校 
国語 

令和元年 令和５年 令和６年 令和７年 

秦野市 ７１ ６６ ５５ ５３  

神奈川県 ７３ ７０ ５９ ５５  

全国 ７２．８ ６９．８ ５８．１ ５４．３  

市と国の差 

 －１．８  －３．８ －３．１ －１．３ 

中学校 
数学 

令和元年 令和５年 令和６年 令和７年 

秦野市 ５７ ４８ ４８ ４４ 

神奈川県 ６０ ５２ ５４ ５１ 

全国 ５９．８ ５１．０ ５２．５ ４８．３ 

市と国の差 

 －２．８  －３．０ －４．５ －４．３ 
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※中学校理科の調査では、令和７年度から、ＩＲＴ（項目反応

理論）が導入されています。ＩＲＴでは、児童生徒の正答・誤

答が、問題の特性によるのか、学力によるのかを区別して分析

し、児童生徒の学力スコアを推定します。これまでの調査よ

り、幅広い領域・内容等での調査が可能となり、学力の経年変

化を把握することができます。ＩＲＴスコアとは、各設問の正

誤パターンの状況から学力を推定し、５００を基準にした得点

で、ＩＲＴバンドとは、ＩＲＴスコアを１～５の５段階に区切

ったもので、３を基準とし５が最も高いバンドとなります。 

 中学校 理科 令和７年度 ＩＲＴバンド分布グラフ 

秦野市 
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３ 質問紙調査結果の概要（単位：％） 

(1) 非認知能力に関すること 

ア 「自分には、よいところがあると思いますか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 「５年生（中学は２年生）までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自

分から取り組んでいましたか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 結果の分析について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習意欲の基盤となる非認知能力の指標として本市が着目している「自分には、よいと

ころがある」では、小・中学校ともに肯定的な回答の数値が向上し、「課題の解決に向け

て、自分で考え、自分から取り組む」では、小・中学校ともに全国と同様に肯定的な回答

の数値は低下したものの、小学校においては全国との差が昨年度と比較して１ポイント改

善しています。引き続き、全市的な取組となった学びの基盤プロジェクトによる授業改善

はもとより、特色ある教育活動の展開や児童生徒への支援を工夫することで更なる改善向

上が期待されると判断しています。 

なお、国立教育政策研究所から示された分析によりますと、児童生徒質問調査につい

て、個別最適な学び・協働的な学びの両方に取り組んだグループでは、「授業の内容はよ

く分かる」、「学校に行くのは楽しい」、「自分にはよいところがあると思う」と回答し

た割合が最も高く、また、課題解決に取り組む学習活動を行っている学校ほど、考えを

まとめ、発表や表現する場面でＩＣＴを活用しており、こうした学校グループの児童生

徒は、取り組まなかったグループよりも各教科の正答率が高いと示されました。 

さらに、クロス集計からも課題解決に取り組む学習活動を行っている学校ほど、考え

をまとめ、発表や表現する場面でＩＣＴを活用しており、その学校では「自分にはよい

ところがあると思う」と回答した割合が非常に高かったと示されています。 

本市においても、これらの分析を踏まえた授業改善に引き続き取り組む必要があると判

断しています。 
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４ 教育水準の改善向上に向けたプロジェクト２０３０ 

   本市では、各校と協働して教育水準の改善向上を目指しており、新たな検証改善サイクル確

立の観点から、令和７年２学期より２０３０年（令和１２年）を目途に以下の１０の取組を強

化していくこととしています。引き続き読書活動を中心として家庭・地域の皆様にもご理解と

ご協力をお願いしています。 

 (1) 個別最適な学びの推進 

教育活動全体を通じて、「ほめて、認めて、伸ばす」子どもたちへの関わり方を大切にする

とともに、児童生徒一人ひとりの学習の定着度に着目し、学習支援アプリの活用や寺子屋事業

とも連携しながら、誰もが「勉強がわかる、授業が楽しい」学び舎を目指します。 

(2) 小中一貫した学びの基盤プロジェクトの推進 

小学校４年生から中学校３年生の非認知能力や学習の定着度を小中一貫して把握する学びの

基盤プロジェクトに全市で取り組み、質の高い授業や教育活動の改善を目指します。 

(3) 義務教育学校モデル校の取組共有 

義務教育学校モデル地区においては、(2)で示された学びの基盤プロジェクトを、小中学校

で協働運用した中学校区では大きな成果が確認されており、モデル校の好事例を市内で共有し

て取組を強化します。 

(4) グローカルリーダーによるＣＢＴチャレンジプロジェクト推進 

市内で授業改善に意欲のある教職員をグローカルリーダー（世界と秦野をつなぐリーダー）

として委嘱するとともに、新しい学力観に基づいた市統一の問題を作成し、タブレットを利用

した新しいテスト手法を導入することで、これからの時代に求められる新たな学力観に基づい

た授業改善と個別支援の充実につなげます。 

(5) 学びのアクションプラン 

教職１０年未満の教員を対象に、これからの時代に求められる新たな学力観に基づいた授業

改善に意欲の高い人材を公募し、年間を通じて指導主事と協働して授業力向上を目指します。 

(6) 読書活動の重点化から習慣化 

毎月第一月曜日を市内全校で読書活動を推進するよむよむＤＡＹとし、朝読書や読み聞かせ

等、各園校並びに家庭等での読書活動の重点化から習慣化への移行を目指しています。 

(7) ＮＩＥ（新聞を活用した教育）実践研究 

新聞協会と連携し、新聞記事を活用した読解力・表現力を育成する取組を進めます。 

(8) よむＹＯＭＵワークシート 

新聞社との連携による新聞記事を題材とした教材を活用し、読解力育成に努めます。 

(9) ＯＭＯＴＡＮ読書レター 

児童生徒が読書に親しみ、多くの本と出会う機会を作るとともに、読書活動に励む児童生徒

を褒め、認める取組を進めています。 

 (10) 「秦野ふるさと科」等の特色ある教育活動推進 

本市では、現行の学習指導要領が目指す「主体的・対話的で深い学び」を実現するため、地

域や大学・民間企業と協働した新しい視点での教育活動を、新たな学びプロジェクトとして推

進するとともに、ふるさと秦野への誇りと愛着を育む「秦野ふるさと科（仮称）」の取組を強

化し、児童生徒の学ぶ意欲を引き出します。 

 


